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JellyWareの紹介

＜文部科学省の「光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）人材育成プログラムの開発提案」に採択＞ 

・採択課題名：Quantum Transformation イノベーター人材育成の事業化の研究 
・機関及び代表者名：JellyWare株式会社　崔 熙元 
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00234.html
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JellyWareの紹介

イノベーター育成・ビジネス創出プログラム 
【NAGOYA BOOST10000】

JellyWareは「テクノロジー×クリエイティブ」の両軸で、未来で通用する新しい価値を作っていくチームです

オンラインAI・IoT・ロボティクス学習サービス 
【ものものテック】

「中高生」ｘ「民間企業」協同ものづくり 
プログラム【CoDoものTechプロジェクト】

「事業会社ｘスタートアップ」による 
マッチング・事業創出プログラム 
【NAGOYA Movement】

＜Keyword＞
Outputテックｘクリエイティブ（ビジネス）

オープンイノベーション
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量子業界における課題分析

技術研究は盛んだが、 
ビジネスにつながる成果が少ない

～Q-LEAP令和4年度第2回人材育成プログラム領域会議（2023年1月実施）～

ビジネス創出人材（産業人材）の不足！？ 
～本発表での仮設原因～
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ビジネス創出のために必要な人材像

英国の量子コンピューティングの新興企業Universal Quantumの共同創業者のWinfried Hensinger教授は、 
「風変わりで謎めいた量子物理学者だけが、求められているわけではない」Universal Quantumはさまざまなスキル
の人材を求めており、それは回路チップの設計者、デジタル設計の専門家、FPGA（フィールドプログラマブルゲート
アレイ）のエンジニアから、全く新しいプラットフォーム上に新しいソフトウェアを書くことにやりがいを感じるコー
ダーまでに至る。 
※ZDNET Japan 2022-12-05　記事より　　https://japan.zdnet.com/article/35196738/p/2/

量子分野現場でのニーズは？

2020年のQED-C会員企業57社にヒアリングを実施。 
量子分野には多様な仕事が既に存在し、重要なスキルの多くは量子固有のスキルではなく、必ずしも博士号を必要とし
ない。仕事も多数存在するという結果となっている。 

※イノベーション創出基盤の論点等（量子技術の実用化推進WG 第八回）の資料より
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ビジネス創出のために必要な人材像

①特定エンジニアリング領域に詳しい人材 

②専門領域を超えた技術習得にチャレンジできる人材 
　→2つ以上の技術組み合わせに関する理解の高いハイブリッド人材 

③技術を使ったアイデア発想に興味の高い人材 

④アイデアを具現化できる能力を持っている人材 

※他分野のエンジニアリング勉強にチャレンジできる量子専攻者

量子コンピューター

【人材像1】 

量子技術を理解している他分野のエンジニア

量子分野には多様な仕事が既に存在し、
様々なスキルが求められている
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ビジネス創出のために必要な人材像

【人材像2】  

量子技術を理解しているゼネラリスト（ビジネス向け人材）

①課題解決の社会的な価値を理解し、手段に拘らず、 
　課題解決に挑める力を持っている人材 

②最新技術トレンドに理解度の高い人材 

③技術を使ったアイデア発想に興味の高い人材 

④アイデアを具現化できる能力を持っている人材

量子コンピューター
量子分野には多様な仕事が既に存在し、
様々なスキルが求められている
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課題解決のために必要な人材像

量子技術を理解している他分野のエンジニア  
＋ 

量子技術を理解しているゼネラリスト 
＋ 

量子技術のスペシャリスト

【人材像まとめ】  

量子技術を駆使するビジネス創出チームは？

社会課題解決の本質を理解し、 
量子技術を使って解決に向けた 
アイデア発想と具現化するパワー
を持っているチーム！
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【参考】社会をアップデートできる人材の4つの力

ビジネスや社会の転換点で 
テクノロジーとクリエイティブシンキングを 
使いこなせる力を実装するプログラム
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【参考】Jibun Update Program：自らと社会をアップデートできる人材を作るプログラム

ビジネスや社会の転換点で 
テクノロジーとクリエイティブシンキングを 
使いこなせる力を実装するプログラム
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【参考】Jibun Update Program：自らと社会をアップデートできる人材を作るプログラム
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【参考】Jibun Update Program：自らと社会をアップデートできる人材を作るプログラム

【Jibun Update Programの一例】  

NAGOYA BOOST10000　https://nagoyaboost.jp/ 
主催：名古屋市 / コンテンツ提供・運営：JellyWare（株）
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人材育成と事業創出に向けた政策提言 
～実用化推進WG議論テーマ：産業人材の確保・育成課題～
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（1）

（1）アウトプット型教育プログラム開発

※アウトプットの定義 
量子技術を使った動くプロトタイプ（ある課題を解決するソリューシ
ョンの試作品）。広くは新規ビジネスの試作品 

【参考】試作開発環境が激変 
技術の発展に伴い、モノやサービスは複雑化する一方で、様々な開発ツールやデバ
イスが登場しており、安価で早いものづくり可能となっている。 
例）「Raspberry Pi」、3Dプリンター、各種オープンソース等

インプットとアウトプットを繰り返す教育プログラム開発

※アウトプット型教育プログラムの基本的な考え方と基本モデル

技術の進歩が早く、スピーディーに具現化できる時代にて、来たる新しい未来に対応できるように、手を動かして学ぶ 
「ハンズオン形式」にこだわって、アウトプットを生み出し、「わかる」ではなく「できる」人材育成に力を入れていく！

量子技術を始め、アウトプットに必要な開発ツールや開発言語等を学び
ながら、社会課題の解決価値（why、ビジョン等）について考えた上、
解決ソリューションのアイデアを発想し、アイデアの具現化を目指すプ
ログラム

インプットとアウトプットを繰り返しながら学ぶ 
アウトプット型教育プログラムとは？
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（1）

（1）アウトプット型教育プログラム開発 
【一例：Quantum Transformationリテラシー普及・人材育成事業】produced by JellyWare Inc.

Ｇ（ジェネラリスト）、Ｅ（エンジニア）をチームアップし、それぞれの価値が掛け
合わさる事で社会に新しい価値を生む量子アプリケーションの開発を目指す！

Ｇ（ジェネラリスト）、Ｅ（エンジニア）はテクノロジーに関するバックグラウンドに差が
あり、適正や果たせる機能に違いがあるため、それぞれに適したプログラムを実施

インプットとアウトプットプログラムを経て、デモデイに向けた
Out putまで完成させた受講者は修了証などに認定(資格)を得る
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（1）

（1）アウトプット型教育プログラム開発 
【一例：Quantum Transformationリテラシー普及・人材育成事業】produced by JellyWare Inc.

【参考】GとEそれぞれのプログラム詳細　 
※上記は企画中であり、変更となる可能性があります 
※リリースと参加者募集は、来年度を予定しております。

＜コンテンツ制作協力先＞
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（1）

（1）アウトプット型教育プログラム開発 
【一例：Quantum Transformation for Engineer】produced by JellyWare Inc.

基礎から勉強できるステップ・バイ・ステップの方式と、分かりやすい応用コンテンツを用意し、
初心者（他分野の人材、一般人向け）にとっても学びやすいコンテンツとして開発！

量子の基礎概念からPython、アウトプットに必要な数学等を勉強しながら、最終的に量子アニーリングによる自動シミュレーター作成を目指す
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（1）

量子アニーリング技術をもとに、アウトプットとなる荷物分けモデルを作る。 
実用化できた場合は、物流現場の課題解決に繋がる！

（1）アウトプット型教育プログラム開発 
【一例：Quantum Transformation for Engineer】produced by JellyWare Inc.

荷物分けシミュレーターを用いて、現状の課題を体験する

最終アウトプットとして量子アニーリングによる自動シミュレーターを作成

荷物分けの最適化結果
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（2）

（2）量子技術のリテラシー普及活動の強化！ 
現状は！？

量子技術に関する一般人の
理解度・認知度は低い！
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（2）

★量子Lab（コミュニティ）のあり方 
　1. メンバーによる多様なアウトプット（ユースケース）が生まれる 
　2. アウトプット（ユースケース）をもとに、認知度拡大に繋がる 
　3. 全国的な拠点を構築し、定期的にハッカソンやコンテストのような 
　　アウトプット系イベント実施する 
　4. アウトプット仕組み作りと同時にビジネスネタを発掘する

（2）量子技術のリテラシー普及活動の強化
①アウトプットを目的とする量子Lab（コミュニティ）の設置

量子技術を活用したものづくり（試作作り）と研究が同時に行われる拠
点（コミュニティ）。拠点（コミュニティ）の中で、様々な教育プログ
ラム実施と、プログラム受講者が様々な形の量子アウトプットを生み出
していくことを目的とする。

アウトプットを目的とする量子Lab（コミュニティ）とは？

多様なアウトプットが生まれることで、ビジネスにつながる可能性が高くなり、 
多様な分野の人材が参画しやすくなる！

※参考「多様なユースケース（アウトプット）が必要な理由」 
国内の量子技術の利用者を1,000万人に！先進諸国においてはインターネットの利用者率が5-10%を超えると普及が爆発的に加速。量子技術の国内利用者について同様の比率を
目指し、国内利用者1,000万人を想定。 このため、多様なユーザがアクセスし、ユースケースを探索・創出するための量子コンピュータの利用環境を整備。 
※「量子技術の実用化推進WGの概要」の中の未来社会ビジョンに向けた 2030年に目指すべき状況1から抜粋【令和4年11月　内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局】

【量子Lab】 
アウトプット！アイデア発想！研究！
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（2）

■産業人材確保の観点からの広報活動目的 
　量子人材育成プログラムに参加する母数（量子産業人材）を増やすために量子 
　技術を分かりやすく一般に広める活動を強化 

■活動の例 
　・一般人に身近な事例・わかりやすいコンテンツを開発 
　・一般人向けの量子教育活動展開 
　・若年層向けの量子教育・イベント実施 
　・動画コンテンツ、漫画コンテンツ、コンテスト、ハンズオンイベント等の身近な 
　　コンテンツ開発 
　・各種コンテンツの拡散活動展開（各種SNS、YouTube、イベント等）

（2）量子技術のリテラシー普及活動の強化！
②多様なコンテンツ開発と多様なチャンネルによる広報活動を展開

分かりやすいコンテンツを通じ、多くの人々に量子技術の可能性について感じて
もらうことで、量子技術の認知度アップと次世代量子人材育成につながる
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（3）

（3）量子教育後の出口戦略の多様化

■狙い 
　人材育成後の出口を多様化することで、量子ビジネスに繋がるチャンスを増やすことができる 

■出口の例 
　1. ジョブマッチング支援 
　　量子分野企業への就職・転職情報提供、ジョブマッチング会実施等 

　2. 起業支援（アントレプレナー支援） 
　　量子分野起業における投資家マッチング支援、メンター支援、メンバーマッチング支援等 

　3. イントレプレナー支援 
　　量子技術を活用した社内新規事業構築時の補助金支援、メンター支援等 

　4. 有志活動（個人活動含む）への支援 
　　量子ソリューション作成における補助金支援、メンター支援、リリース時の広報支援等 

　5. 教育受講生の講師・メンター活動への支援 
　　量子教育プログラムなどでの講師・メンター活動の提供、SNSコンテンツ制作支援等

就職・起業以外の選択肢も多数設けることで、多様なビジネス活動が生まれ、 
業界活性化に繋がる

多様な選択肢が存在することで、量
子分野への興味を抱きやすくなり、
量子人材増加にも繋がる！
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人材育成と事業創出に向けた政策提言（3）

（3）量子教育後の出口戦略の多様化 
【一例：イノベーター育成・ビジネス創出プログラムNAGOYA BOOST10000の様々な出口の例】

起業だけではなく、有志のチームによる継続開発と市場へのリリース実績もあり！

NAGOYA BOOST2022に参加していて今も市場リリースを向けて 
活動を続けている「KOE+」チームには多様な分野の多様なタレント
が揃っている！（エンジニア3名、ゼネラリスト3名）
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【参考】スタートアップ増加課題に関するデータ

量子教育後の出口戦略の多様化が必要な理由の一つ

※参照 
経済産業省「第4回 産業構造審議会 経済産業政策新機軸部会の資料3事務局説明資料」2022年2月16日 
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shin_kijiku/pdf/004_03_00.pdf

※参照 
中小企業庁2022年版「中小企業白書・小規模企業白書」 
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2022/PDF/chusho/00Hakusyo_zentai.pdf

スタートアップ支援が増えているにも関わらず、日本の開業率は上昇して
いない？出る杭は打たれる？失敗を恐れる？安定志向？
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まとめ＆結論

（1）アウトプット型教育プログラム開発 
　　　・体系的なアウトプットプログラムを多数開発 

（2）量子技術のリテラシー普及活動の強化 
　　　・アウトプットを目的とする量子Lab（コミュニティ）の設置 
　　　・多様なコンテンツ開発と多様なチャンネルによる広報活動を展開 

（3）量子教育後の出口戦略の多様化 
　　　・ジョブマッチング支援、起業支援（アントレプレナー支援）、イントレプレナー支援、 
　　　　有志活動への支援、教育受講生の講師・メンター活動への支援

ビジネス創出に繋がるための量子人材育成と 
その他活動に関するご提言
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【参考】量子未来に関する考え方

量子技術を駆使する企業の幅を広げ、スタートアップ
支援についてはシード投資支援策を強化しつつ、段階
的な支援を行う

「量子未来社会ビジョン」 (令和4年4月22日) 
統合イノベーション戦略 推進会議決定 

に関する補足

（３） 
未来市場を切り拓く量子ユニコーンベンチャー企業を 
創出

量子技術に関するアウトプット中心の教育システムや
量子技術に関する認知度拡大活動を通じて、量子技術
を正しく理解する人を増やす

量子技術によって解決できる社会課題の選定（テーマ
選定）と、課題解決によって生まれるビジネスの規模
を生産額とする

（２） 
量子技術による生産額を50兆円規模に

（１） 
未来社会ビジョンに向けた 2030年に目指すべき状況 
国内の量子技術の利用者を1,000万人に
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　・JellyWare（ゼリーウェア）株式会社　 

　・メール：info@jellyware.jp 

　・TEL：03-6273-0758 

本資料に関するお問い合わせ先


